
   

【
作
者
】
掲
傒
斯
（
一
二
七
四
～
一
三
四
四
年
）
・
中
国
，
元
の
学
者
。
竜
興
富
州(

江
西
省
豊
城
県)

の
人
。
字
は
曼
碩
（
ま
ん
せ
き
）
。
前
後
し
て
湖
南
廉
訪
使
に
な

っ
た
程
鉅
夫
（
て
い
き
よ
ふ
）
，
盧
執
（
ろ
し
）
ら
に
認
め
ら
れ
，
程
鉅
夫
の
従
妹
と
結
婚
，
盧
執
の
推
薦
に
よ
っ
て
仁
宗
の
延
祐
元
年(

一
三
一
四
年)

翰
林

国
史
院
編
修
官
に
就
任
。
以
来
中
央
に
あ
っ
て
諸
帝
に
仕
え
，
そ
の
博
識
と
文
才
を
傾
け
て
活
躍
し
た
。
順
帝
の
命
に
よ
り
遼･

金･

宋
三
史
編
纂
の
総
裁
官

に
列
し
，
《
遼
史
》
を
完
成
。《
金
史
》
編
纂
中
に
死
し
た
。
書
は
端
正
古
雅
，
と
く
に
行
書
に
す
ぐ
れ
て
い
た
。 

【
通
釈
】
夜
明
け
に
都
城
の
南
門
を
歩
み
出
て
、
は
る
か
江
南
へ
と
続
く
道
を
、
思
い
に
深
く
沈
み
つ
つ
な
が
め
や
っ
た
。 

先
日
、
雨
風
野
ひ
ど
い
さ
中
に
、
友
人
、
何
太
虚
は
こ
こ
を
去
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
一
体
無
事
で
い
る
だ
ろ
う
か
。 


